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再使用禁止

認証番号 223AIBZX00024000
機械器具12　理学診療用器具

管理医療機器　エアパッド加温装置　36931000

レベル１ イクエーター　未滅菌ブランケット

【警告】
〈使用方法〉
1） 経皮吸収型製剤を使用している場合は、薬剤の吸収が促進される
ため、ブランケットを使用しないこと［死傷の恐れがあるため］。

2） ブランケット又は透明ドレープで患者の頭部を覆う場合は、必ず
挿管し人工呼吸器を付けて常に患者の呼吸を監視すること［窒息
する恐れがあるため］。

3） 本品（又は使用している場合は透明ドレープ）が患者の鼻や口近
くにある場合は、注意深く患者の呼吸を監視すること［窒息する
恐れがあるため］。

4） 使用中は、患者の中核温バイタルサインを定期的にモニタするこ
と。又、バイタルサインに異常又は不安定な状態が見られたり、
皮膚に紅斑が生じた場合は、設定温度を下げるか使用を中止する
こと［熱傷を生じる恐れがあるため］。

5） 加温装置「レベル１　イクエーター」（承認番号：217BZY00108000）
以外の加温装置に本品を使用する場合は、必ず適切なホースコネクタ
を使用すること［患者の治療に影響を及ぼす恐れがあるため］。

【禁忌・禁止】
再使用禁止（ホースコネクタは再使用可能）
〈使用方法〉
1） 大動脈クランプ中の下肢の加温には使用しないこと［熱傷を生じ
る恐れがあるため］。

2） 虚血状態の下肢の加温には使用しないこと［熱傷を生じる恐れが
あるため］。

3） 潅流状態の悪い患者を治療する際には高温設定にしないこと［熱
傷を生じる恐れがあるため］。

4） ホースのみでの加温はしないこと［熱傷を生じる恐れがあるた
め］。

5） 引火性物質のある環境で使用しないこと［引火又は爆発の誘因と
なる恐れがあるため］。

【形状・構造及び原理等】
〈形状・構造〉

品番 ブランケット種類 サイズ
SWU-2001 全身用・成人 102×203cm
SWU-2002 全身用・小児 102×146cm
SWU-2003 上半身用 203×102cm
SWU-2004 下半身用 102×164cm
SWU-2007 U字型 77×178cm
SWU-2009 小児用・敷タイプ（小） 67×115cm
SWU-2010 上半身用・ストラップ付 203×78cm
SWU-2011 小児用・敷タイプ（大） 102×137cm
SWU-2113 全身用・成人・敷タイプ 102×203cm
SWU-2014L 左側臥位用 102×203cm
SWU-2014R 右側臥位用 102×203cm
SWU-2016 全身用・中央ミシン目付 102×203cm

SWU-2018 全身用・マルチアクセス
ミシン目付 102×203cm

SWU-2119 ポンチョタイプ 102×164cm
・　 ホースコネクタ
SWU-9001、SWU-9002、SWU-9003、SWU-9004
・　 未滅菌

〈原材料〉
名称 原材料

ブランケット ポリエチレン及びポリプロピレン

【使用目的又は効果】
〈使用目的〉
加温装置から送り込まれる温風を患者側の多数の小孔から吹き出すこ
とによって、本品で覆われた患者の体表面を温め周術期における患者
の体温低下の軽減や体温の保持をおこなう。

【使用方法等】
〈使用方法〉
SWU-2001：全身用・成人ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

患者の体表上に掛けます。
２．　 ブランケット裾のフラップ（a）は患者の足元に折り込みます。
３．　 必要に応じて、ブランケットの上に軽いブランケットを掛けるこ

ともできます。
４．　 ホースノズルをブランケットに接続します（b）。

SWU-2002：全身用・小児ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

患者の体表上に掛けます。
２．　 ブランケット裾のフラップ（a）は患者の足元に折り込みます。
３．　 必要に応じて、ブランケットの上に軽い毛布を掛けることもでき

ます。
４．　 ホースをブランケットに接続します（b）。

SWU-2003：上半身用ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

患者の体表上に掛けます（a）。
２．　 粘着テープのはくり紙（b）を剥がし、送風が直接術野にかからない

ように、ブランケットを粘着テープで患者の体に固定します。
３．　 ブランケットのフラップ（c）を、広げた患者の腕の下に折り込みま

す。
４．　 必要に応じて、ブランケットの上に軽いブランケットを掛けるこ

ともできます。
５．　 透明ドレープを利用すれば、首や頭部からの放熱を防ぐこともで

きます。
　 透明ドレープで患者の頭部を覆う場合は、必ず挿管し人工呼吸
器を付けて窒息させないように常に患者の呼吸を監視すること

注意
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６．　 ホースをブランケットに接続します。ホース接続口は左右２ヶ所
にあるので、手技の妨げにならない方に接続します（d）。

SWU-2004：下半身用ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

患者の体表上に掛けます（a）。
２．　 粘着テープのはくり紙（b）を剥がし、送風が直接術野にかからない

ように、ブランケットを粘着テープで患者の体に固定します。
３．　 ブランケット裾のフラップ（c）を患者の足元に折り込みます。
４．　 必要に応じて、ブランケットの上に軽いブランケットを掛けるこ

ともできます。
５．　 ホースをブランケットに接続します（d）。

SWU-2007：U字型ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔が患者の体表を向くようにブラ

ンケットを広げ、患者の体を囲むようにブランケットを置きます（a）
２．　 ミシン目を破り、その部分をストラップとして結び合わせます（b）
３．　 ホースをブランケットに接続します（c）。

SWU-2009：小児用・敷タイプブランケット（小）
１．　 手術台の上に送気孔を上にしてブランケットを広げます。
２．　 患者をブランケットの上に寝かせます（a）。患者の頭をブラン

ケットの頭部用の平面に載せ、体は吸収パッド間の中央になるよ
うに寝かせます。

３．　 必要に応じて、透明ドレープをゆるくかけます（b）。粘着テープ
のはくり紙（c）を剥がし、粘着テープで患者の体及びベッドに固
定します。
　 透明ドレープで患者の頭部を覆う場合は、必ず挿管し人工呼吸
器を付けて窒息させないように常に患者の呼吸を監視すること

４．　 ２ヶ所あるホース接続口のうち手技の妨げにならない方の接続口
を折り曲げ、接続口の中央の厚紙をミシン目に沿って取り除きま
す（d）。

５．　 接続口を平らにし、ホースを接続します（e）。
６．　 シーツクリップを装着します。

。
。

注意
。

SWU-2010：上半身用・ストラップ付ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

患者の体表上に掛けます（a）。
２．　 粘着テープのはくり紙を剥がし、送風が直接術野にかからないよ

うに、ブランケットを粘着テープで患者の体に固定します。
３．　 ホースをブランケットに接続します。ホース接続口は左右２ヶ所に

あるので、手技の妨げにならない方に接続します（b）。
４．　 シーツクリップを装着します。
５．　 ストラップを装着する前にブランケットを膨らませます。
６．　 ブランケットが動かないように、患者の腕のまわりにストラップを

結びます（c）。
　 ストラップを結ぶ際きつくなりすぎないこと。ブランケット内
の送風が妨げられていないことを確認すること。

７．　 必要に応じて、ブランケットの上に軽いブランケットを掛けること
もできます。

８．　 必要に応じて、透明ドレープを頭部にゆるくかけます（d）。
　 透明ドレープで患者の頭部を覆う場合は、必ず挿管し人工呼吸
器を付けて窒息させないように常に患者の呼吸を監視すること

SWU-2011：小児用・敷タイプブランケット（大）
１．　 手術台の上に送気孔を上にしてブランケットを広げます。
２．　 患者をブランケットの上に寝かせます（a）。患者の頭をブランケッ

トの頭部用の平面に載せ、体は吸収パッド間の中央になるように
寝かせます。

３．　 ２ヶ所あるホース接続口のうち手技の妨げにならない方の接続口
を折り曲げ、接続口の中央の厚紙をミシン目に沿って取り除きま
す（b）。

４．　 接続口を平らにし、ホースを接続します（c）。
５．　 必要に応じて、透明ドレープをゆるくかけます。粘着テープのは

くり紙を剥がし、粘着テープで患者の体及びベッドに固定しま
す。
　 透明ドレープで患者の頭部を覆う場合は、必ず挿管し人工呼吸
器を付けて窒息させないように常に患者の呼吸を監視すること

６．　 シーツクリップを装着します。

注意

注意
。

注意
。
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SWU-2014L：左側臥位用ブランケット
SWU-2014R：右側臥位用ブランケット

　 以下の説明は左側臥位用ブランケット（SWU-2014L）のもの
である。右側臥位用ブランケット（SWU-2014R）のポジショ
ニングの手順は、患者及びブランケットが左右逆になる。

１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、
患者の体表上に掛けます（a）。

２．　 粘着テープのはくり紙（b）を剥がし、送風が直接術野にかからない
ように、ブランケットを粘着テープで患者の体に固定します。

３．　 ブランケットのパネル部分（c）は腕の部分に固定するために使用す
るので、ミシン目（d）に沿って切り込みを入れます。

４．　 患者の腕の下を通してパネルで包むようにします（e）。
５．　 ブランケット上部の粘着テープのはくり紙（f）を剥がし、パネルに

貼り付けて固定します。
６．　 ホースノズルをブランケットに接続します（g）。ホース接続口は左

右２ヶ所にあるので、手技の妨げにならない方に接続します。

SWU-2016：全身用・中央ミシン目付ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

患者の体表上に掛けます（a）。
２．　 術野にアクセスするため、ミシン目（b）に沿って切り込みを入れ

ます。
３．　 左又は右側のパネルを折り曲げ、粘着テープのはくり紙（c）を剥が

し、パネルをブランケットの上面に固定します。
４．　 送風が直接術野にかからないように、ブランケットを粘着テー
プで患者の体及びベッドに固定します。

５．　 必要に応じて、ブランケットの上に軽いブランケットを掛けるこ
ともできます。

６．　 ホースをブランケットに接続します（d）。ホース接続口は左右
２ヶ所にあるので、手技の妨げにならない方に接続します。

SWU-2018：全身用・マルチアクセスミシン目付ブランケット
１．　 ホース接続口を上に向け、送気孔を下にしてブランケットを広げ、

開口部を頭部に合わせて、患者の体表上に掛けます（a）。
２．　 術野にアクセスするために、左右中央部のパネルのミシン目（b）に

沿って切り込みを入れます。
３．　 粘着テープのはくり紙（c）を剥がし、送風が直接術野にかからない

ように、ブランケットを粘着テープで患者の体及びベッドに固定
します。

４．　 パネルを折り曲げ（d）、粘着テープのはくり紙（e）を剥がし、パネル
をブランケットの上面に固定します。

５．　 必要に応じて、患者の頭部に透明ドレープをゆるくかけます。
　 透明ドレープで患者の頭部を覆う場合は、必ず挿管し人工呼吸
器を付けて窒息させないように常に患者の呼吸を監視すること

注意

注意
。

６．　 ホースをブランケットに接続します（f）。ホース接続口は左右
２ヶ所にあるので、手技の妨げにならない方に接続します。

SWU-2113：全身用・成人・敷タイプブランケット
１．　 手術台の上に送気孔を上に向けてブランケットを広げます。
２．　 左右のタックフラップを手術台マットレス又はパッドに折り込

み、ブランケットを固定します（a）。
３．　 患者をブランケットの上に寝かせます（c）。患者の頭をブランケッ

トの頭部用の開口部（b）に載せ、体はブランケットの中央になる
ようにします。患者の腕を伸ばす場合は、必ず腕をスリットへ通
してください。

４．　 ２ヶ所あるホース接続口のうち手技の妨げにならない１か所を選
びます。接続口を折り曲げ、接続口の中央の厚紙をミシン目に
沿って取り除きます（c）。

５．　 接続口を平らに戻しホースを接続します（d）。
６．　 ドローシーツ等を使用する場合は、ブランケット中央に敷き、患

者をその上に寝かせます。ドローシーツ等を患者の腕に巻き込む
ようにして固定します（e）。
　 この時、ブランケットをいっしょに巻き込まないよう注意する
こと。

７．　 側臥位にする場合は、下になる方の腕はスリットを通し、固定し
ます（f）。

８．　 必要に応じて、患者の体に透明ドレープをゆるくかけます。粘着
テープのはくり紙を剥がし、粘着テープで患者の体及びヘッドに
固定します。

９．　 必要に応じて、シーツクリップを装着します。

注意
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SWU-2119：ポンチョタイプブランケット
１．　 プレウォーミング（c）を行う場合は、送気孔を内側にしてブラン

ケットを広げます。開口部より頭を通して上半身にブランケット
を掛けます（a）。

２．　 腕を使う場合は、スリットから腕を出すことができます（b）。
３．　 砕石位で使用する場合は、ブランケットの前後を逆にします（d）。
４．　 手術台の上に送気孔を上に向けてブランケットを広げます。
５．　 患者をブランケットの上に寝かせます。開口部（e）を頭部に合わ

せて、体はブランケットの中央になるように寝かせます。
６．　 ブランケット上部を引っ張り、開口部（e）に頭を通して、上半身

にブランケットをかけます（f）。
７．　 必要に応じ、粘着テープのはくり紙（g）を剥がし、ブランケット

を患者の体及びベッドに固定します。
８．　 ホースをブランケットに接続します（h）。ホース接続口は左右

２ヶ所にあるので、手技の妨げにならない方に接続します。

ホースコネクタ
加温装置「レベル１　イクエーター」（承認番号：21700BZY00108000）
以外の加温装置を使用する場合は、適切なホースコネクタを選んでくだ
さい。

　 「レベル１　イクエーター」（承認番号：21700BZY00108000）
を使用する場合にはホースコネクタは不要です。

〈使用方法等に関連する使用上の注意〉
1） 本品の上に送風を妨げるようなものを置かないこと［患者の皮膚に
局所的な圧力がかかり皮膚血流量が減少し熱傷を生じる恐れがある
ため］。
2） 本品は穴の開いている送気孔を患者に向けること。

【使用上の注意】
〈重要な基本的注意〉
1） 本品の下になる部分の開放創をすべて覆うこと［空気媒介による感
染を防ぐため］。
2） 本品を滅菌して使用しないこと［ブランケットが損傷し、患者が熱
傷する恐れがあるため］。
3） 複数のホース接続口に複数の装置を接続しないこと［ブランケット
の破損や熱傷を生じる恐れがあるため］。
4） ホースの接続された接続口に患者の身体を接触させないこと［熱傷
を生じる恐れがあるため］。
5） 知覚不能、末梢血管障害（閉塞、糖尿病）、低心拍出量、不十分な
皮膚灌流等の患者には、44℃の温度設定は使用せず、36℃又は40℃
の温度設定のみを使用すること。
6） 下記に示す患者の体温は、少なくとも10～20分毎にモニタすること
又、患者のバイタルサインを定期的にモニタすること。バイタルサ
インに異常又は不安定な状態が認められた場合、あるいは皮膚に紅
斑が生じた場合は、直ちに使用を中止すること。
・　 閉塞性又は糖尿病性の著しい末梢血管障害の患者
・　 低心拍出量の患者
・　 血流状態が悪い患者
・　 全く動けない状態で、常時監視ができない患者
7） 温度設定は常に36℃から始めること。患者の中核温及びブランケッ
ト下の皮膚反応を観察すること。中核温を指標として、必要に応じ
温度設定を上げること。皮膚反応を観察し、紅斑が生じている場合
は、温度設定を下げるか使用を中止すること。
8） 長時間の加温療法を行う場合は、モニタせずに患者を放置しないこ
と。患者の体温、バイタルサインをモニタし、定期的に皮膚反応を
観察すること。低血圧、低灌流の患者及び全く動けない状態の患者
は、さらに頻繁に皮膚反応を観察すること。不安定なバイタルサイ
ンや紅斑が生じた場合は、温度設定を下げるか、使用を中止するこ
と。

注意

。
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9） ブランケット下の皮膚を定期的に観察すること。皮膚に紅斑がみら
れた場合は、設定温度を下げるか使用を中止すること。

10） 正常体温に回復した場合やバイタルサインが不安定になった場合は、
設定温度を下げる、又は加温を中止すること。

11） 使用前にホースとブランケットが正しく接続されているか確認する
こと。

〈不具合・有害事象〉
本品の使用に伴い、以下のような有害事象が生じる可能性があるので、
患者の状態を充分に観察し、異常の恐れが生じた場合は、直ちに適切
な処置を施すこと。
1） その他の不具合
・　 ホース接続口の破れ破損、ホース外れ
・　 ブランケットの破れ破損
・　 粘着テープのはがれ
2） その他の有害事象
・　 熱傷
・　 粘着テープによる皮膚障害

【保管方法及び有効期間等】
〈保管方法〉
本品を保管するときは次の事項に注意すること。
・　 水濡れ、高温多湿及び直射日光を避けて保管すること。
・　 化学薬品の保管場所やガスの発生する場所を避けて保管すること。
・　 保管時（運搬時も含む）は、過度な振動・衝撃等に注意すること。

〈有効期間〉
・　 本品の包装に記載されている「有効期間」までに使用すること［自
己認証（当社データ）による］。

【保守・点検に係る事項】
ホースコネクタ
柔らかい布を湿らせてホースコネクタを拭きます。研磨剤入り洗浄液
は使用しないでください。
ホースコネクタには次の洗浄液を使用してください。
石鹸水、10%漂白剤溶液、又はイソプロピルアルコール（70%）
十分に洗浄後、ノンクリティカル医療機器として表面の消毒に関する
院内ガイドラインに従い消毒します。
下記リストには医療界で一般的に使用されている低水準消毒剤と製造
メーカーが要求する高水準消毒剤が含まれます。これらの消毒の有効
性は、院内の手順に従って検証する必要があります。
以下の消毒剤は、ホースコネクタに損傷を与えることなく使用できま
す。
低水準消毒剤：
・汎用洗浄剤
高水準消毒剤：
・1.56%フェノール系消毒剤
・3.4%グルタラール系消毒剤
・10%漂白溶液
・１%アンモニア溶液
・プラスチックまたは金属に使用可能な表面消毒剤

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
〈製造販売業者〉

http://www.smiths-medical.com/jp/
〈問合せ先〉
フリーダイヤル　0120－582－855
〈製造業者〉
スミス　メディカル　ASD, Inc.
Smiths Medical ASD, Inc.
〈国名〉
アメリカ合衆国

〈被包に記載されているシンボルの説明〉

再使用禁止

定　　　義シンボル

注意

未滅菌

ロット番号

有効期間

品番

数量

包装破損時使用不可

温度制限

天然ゴムラテックスは使用していません

ホースのみで使用しないこと

＊

＊
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